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           昨年の７月に公民館フリーマー 

ケットとして「茶飲みの市」を始 

めました。２回目１１月，そして３回目を当月に 

行いました。３回目には，安心院高校から 

２名の生徒さんがボランティアとして自主的に 

     参加してくれていろいろと手伝ってくれました。ま

た，３回目の今回，地域の方からのバザー用品を募

集したところ，多くの方々からたくさんの物品を提供 

いただきました。「たくさんの方に集まって欲しいから」 

と自らビラをつくって手配りして下さった方もいらっしゃ 

いました。 本当に感謝・感謝です。 

 さて，次回は７月１４日（日），１１月２４日（日）を予 

定しています。安心院高校の年間行事計画の中にも「茶 

飲みの市」を入れ，農産物等の提供にも協力をいただ 

けることになりました。 

 

昨
年
の
十
二
月
の
公
民
館
便
り
で
、

公
民
館
に
対
し
て
ご
寄
付
（
香
典
返

し
）
を
い
た
だ
い
た
旨
お
伝
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
新
し
い

年
度
を
迎
え
る
今
日
ま
で
、
左
記
の
ご

家
庭
よ
り
香
典
返
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

・楢
本 

伊
賀 

和
也
様 

 
 

（
ご
尊
父 

泰
己
様
ご
逝
去
） 

 

・尾
立 

安
部 

恵
津
男
様 

 
 

（
ご
母
堂 

美
代
海
ご
逝
去
） 

 

・五
郎
丸 

藤
井 

正
子
様 

 
 

（
御
令
兄 

元
紀
様
ご
逝
去
） 

 

・五
郎
丸 

佐
藤 

洋
一
様 

 
 

（
ご
母
堂 

輝
子
様
ご
逝
去
） 

  

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

ご
遺
族
の
皆
様
に
幸
多
き
こ
と
を
願
い

ま
す
。 

 

昨
年
の
四
月
か
ら
津
房
地
区
公
民
館

で
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
週
に
三
日
間

勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一

年
間
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
馘
首
（
く
び
）
に
な
ら

ず
引
き
続
き
来
年
度
も
仕
事
を
さ 

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し 

た
。
大
坪
一
郎
館
長
と
も
ど
も
、
よ
ろ
し 

く
お
願
い
し
ま
す
。
（
井
福
） 

 ２月２３日（金）に「第１回つぶさの会」と銘打っ

て，基本５０代～６０代の「若者」に集まっていただ

き，津房地区のことや公民館のことについて意見

を出し合う会を開きました。 

 河野洋一市議会議員や岡喜久夫まち協事務局

に話の題材をいただきました。また，市職の岡博

之さんは、児童数の今後の推移を調べて来てく

ださり，話の材料を提供してくれました。 

 参加した皆さんが自由意見や思いを出し合うこ

とができたと思います。津房地区や 

集落の人口減少や高齢化は避けられ 

ませんが，「つぶさ」を盛り上げていけ 

たらいいなと思います。 

 また，２回目…と続けていきたいと 

思います。また，意見として，女性の 

方々の会も開いてほしいという声も 

ありました。 

 「お茶」や「食べ物」は持ち寄りです。 

次回乞うご期待！ 

 

来年度の 

「茶飲みの市」 

御 

礼 

 
←

六
郎
丸
在
住
の
永
田
信
様
が
公
民

館
の
包
丁
一
五
本
を
無
償
で
研
い
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
わ
ず
か
二
〇
分

ぐ
ら
い
の
時
間
で
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま

す
。 



 

大菊づくりにチャレンジしてみませんか？ 
 

安
心
院
町
の
「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
に

尾
立
の
田
口
憲
司
さ
ん
が
自
宅
で
育
て

ら
れ
た
大
菊
を
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
公
民
館
や
津
房
小
に
も
毎
秋
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 

公
民
館
に
来
ら
れ
る
方
か
ら
、
「
作
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
。 

 

苗
は
、
田
口
さ
ん
に
ご
提
供
い
た
だ
き
、

必
要
な
植
木
鉢
や
支
柱
、
輪
台
な
ど
は
、

安
心
院
中
学
校
よ
り
拝
借
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

か
つ
て
安
心
院
町
内
に
三
中
学
校
が
あ

っ
た
時
代
、
ど
の
中
学
校
で
も
菊
を
栽
培

し
て
、
学
校
文
化
祭
の
こ
ろ
「
菊
花
展
」

を
開
い
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ

ろ
、
指
導
員
（
私
）
も
町
内
に
勤
務
し
て

い
ま
し
て
、少
し
生
徒
に
も
指
導
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。
思
い
出
し
な
が
ら
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
な
り
ま
す
が
、
一
緒
に
挑
戦
し
ま
せ
ん

か
？ 

 

ご
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、 

津
房
公
民
館 

４
８‐

２
０
０
１ 

 

指
導
員 

井
福
ま
で 

 

な
お
、
勤
務
日
が
火
・
水
・金
で
す
。 

 

※
詳
し
く
は
、改
め
て
広
報
い
た
し
ま
す
。 

 ３月１５日（金）に県北の社会教育委員の方々の研修会で津房地区

公民館の活動を報告させてもらいました。そのとき，（もう津房地区には

ありませんが）婦人会の取り組みを宇佐市地域婦人団体連合会の小

野みどりさんという方が発表されていました。内容は，「食品ロスと生ゴ

ミ 3 切り運動」でした。「3 切り」とは「食べきり」「使い切り」「水切り」

ということでした。発表の中で，私が興味を持ったのは、私がちょうど家 

にあるコンポストを整理し 

て、 使い始めたこともあり,

左にあるような「婦人会だ

より」の記事でした。 

 山の落ち葉を集めて，腐

葉土も作っていますが，自

分で育てた野菜なども「使

い切ってやろう」と思い使

い始めました。 

 皆さんはコンポストを利

用していますか？ 

                     

ネ
ッ
ト
の
記
事
に 

「
コ
キ
ア
は
雑
草
！
」
と
あ
っ
た
の
で
す

が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
公
民
館
に
植
え
て
あ
る

「
ま
ち
協
」
か
ら
い
た
だ
い
た
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の

周
り
に
コ
キ
ア
の
芽
が
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
と
出
て
き
て

い
ま
す
。 

 

あ
る
程
度
大
き
く
な
っ
た
ら
、
育
苗
ポ
ッ
ト
で
育

て
て
、
公
民
館
に
植
え
た
り
、
皆
さ
ん
に
お
譲
り
し

た
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
「
乞
う
ご
期
待
！
」
ま
た
、

別
名
：
ホ
ウ
キ
グ
サ
の
名
の
通
り
、
「
ほ
う
き
づ
く

り
」
も
や
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

小
学
校
に
寄
贈
し
て
、
小
学
生
と
一
緒
に
作
っ
て

も
い
い
か
な
と
、迷
惑
な
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。 


